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概　要
　短期大学学生を対象として1982年～2012年に実施した不安テストの結果の分析を通して， ⑴
1982年～2012年をまとめた結果では，疲労や腹痛，頭痛など身体症状に関係する愁訴が上位10
項目のうちの半数を占め，多いことがわかった。⑵愁訴の少なかった項目として，睡眠や恐怖
心に関係する項目が比較的多く含まれていた。⑶不安スコアの平均の推移をみると，1982年～
1987年に21点台であったものが，1992年～1997年では17～18点台にいったん低下し，不安の愁
訴が減少傾向に向かうと思われたが，2002年には23点台と最も高いスコアを記録した。しかし，
2007年には18点台と1997年のレベルにまで低下し，さらに2012年には30年間で最も低いスコア
を記録した。⑷不安スコアが30点以上と不安の愁訴が非常に多いと思われる学生の比率は，
1982年と2002年が共に18%と最も高く，以下2007年が12%，1987年が11%，1997年が 9 %と続き，
1992年が 8 % と最も低かった。
1 ．はじめに
　今日のストレスの多い社会環境を反映して，心
の病が増えていることが指摘されているが，学生
をとり巻く環境も複雑化し，学習や就職への不安，
生活や人間関係のストレスなどから，精神的不健
康に陥る学生が今後ますます増えていくことが懸
念されている。学生が充実した大学生活を送り，
十分な学習の成果を得て社会に巣立っていくため
に，身体的な健康とともに精神的健康を維持増進
していくことがきわめて重要と思われ，そのため
に学生一人ひとりの心身の健康状態を把握し，健
康問題の予防に努めることも，学生を支える立場
にある教員の大切な使命の一つだと考えられる。
　筆者らは1982年より現在まで，学生の心の健康
状態を把握するために，不安に関する調査を続け
ており，1999年には1982～1997年の15年間の調査
結果1）2）を分析し，15年間に不安スコアが低下す
る傾向にあることなどを報告した。また2003年に
は1982～2002年の20年間の調査結果を分析し，低
下傾向にあった不安スコアが再び上昇傾向に転じ
たことなどを報告3）した。さらに2011年には1982
～2007年の四半世紀の調査結果を分析し，2002年
に再び上昇した不安スコアが2007年には1997年の
レベルにまで低下したことなどを報告4）5）した。
本研究においては，2007年の調査からさらに 5 年
以上が経過し，調査を開始してから30年もの月日
が流れたので，この30年間に学生の不安の愁訴が
どのように推移したかを明らかにするために，
1982年，1987年，1992年，1997年，2002年，2007
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年，2012年の不安に関する調査結果を分析したの
で，その概要を報告する。
　尚，近年における学校保健分野での児童生徒・
学生を対象とした不安に関する研究報告には，筆
者らによるものを除くと，小林らによる大学生の
不安に関するもの（1994年）6）， 神崎らによる小
中学生の不安に関するもの（1998年）7）， 秋山ら
による中学生の不安に関するもの（2000年）8），
本田らによる中学生の不安に関するもの（2001
年）9）， 服部らによる高校生の不安に関するもの
（2005年）10），青木による高校生の不安を含めた
精神的健康に関するもの（2007年）11），松浦らに
よる小中学生の不安を含めた心の健康に関するも
の（2008年）12），三浦らによる小学生の不安を含
めた感情に関するもの（2012年）13）などがあるが，
いずれも単一年に実施された調査結果を報告した
ものであり，30年間にわたる経年的な調査結果の
報告はほとんど行われていないものと思われる。
2 ．方　法
　30年間（1982年～2012年）にわたって保育系短
期大学学生を対象として実施してきた，50項目の
質問からなる Taylor の不安テスト14）の集計結果
のうち， 5 年ごと（1982年，1987年，1992年，
1997年，2002年，2007年，2012年）のデータを用
いて，学生の不安の愁訴の年次推移を分析した。
　回答者数は，1982年が154名，1987年が115名，
1992年が134名，1997年が108名，2002年が115名，
2007年が146名，2012年が162名であり，合わせて
934名分の結果を分析の対象とした。不安テスト
の実施時期は，いずれの調査年も，学生が大学生
活にも慣れ，落ち着いて学業に取り組むことので
きる 1 年次後期の11～12月を選んで実施した。
　不安テストの質問項目は，表 1 に示すとおりで
ある。いずれの質問項目も，「はい」，「いいえ」，
「どちらとも言えない」の 3 つの選択肢のうちの
いずれか 1 つを選んで回答するようになってお
り，不安スコアは，はい： 1 点，いいえ： 0 点，
どちらとも言えない：0.5点で計算し，50項目の
合計点で不安スコアが算出されるようになってい
る。
　分析は，不安テストの質問項目別愁訴数を調査
年ごとに算出し，どのような項目で愁訴が多いの
か，逆に少ないのか，調査年によって愁訴の内容
や多さに違いがみられるのかどうかを統計的に分
析した。また各調査年の不安スコアの平均や分布
に違いがみられるかどうかなどを統計的に分析15）
した。各調査年の不安スコアの平均に統計的な有
意差があるかどうかの検定は，テューキーの方法
（平均値の多重比較）16）を用いて検定統計量を算
出し，ステューデント化した範囲の表にあてはめ
て有意水準を調べた。また各調査年の不安スコア
の分布に違いがみられるかどうかの検定は，不安
スコア20点未満の学生と20点以上の学生の比率を
用いてＸ ² 検定17）を実施し，各調査年の間の統計
的有意差の有無を調べた。
3 ．結果と考察
⑴　質問項目ごとの分析結果
　 1 ）愁訴の多かった項目
  不安テストの各質問項目の回答結果を調査年ご
とにまとめたものが表 2 である。 また愁訴の多
かった項目，すなわち「はい」という回答が多かっ
た項目を調査年ごとに上位10項目までまとめたも
のが表 3 である。1982年～2012年をまとめた結果
では，「疲れやすいほうである」が62% と最も訴
えが多かった。以下「お腹の具合が悪くなること
が時々ある」が60%，「頭が痛くなることが時々
ある」が55%，「手や足の先が冷たくなっている
ことが時々ある」が54%，「自信をもって物事に
あたれないと思うことがよくある」が52%，「ふ
つうの人に比べ， 泣きやすいほうだと思う」 が
50%，「顔が赤くなることが時々ある」が49%，「困
難なことに直面したり，重大な決心をすることを
好まない」が46%，「他の人は幸福そうに見え，
うらやましい」が43%，「物事や人のことでくよ
くよするたちである」が39% と続いた。上位10
項目のうち，「疲れやすいほうである」，「お腹の
具合が悪くなることが時々ある」，「頭が痛くなる
ことが時々ある」，「手や足の先が冷たくなってい
ることが時々ある」，「顔が赤くなることが時々あ
る」の 5 項目が身体症状に関係のある愁訴であり，
半数を占めていた。
  各調査年で愁訴の多かった項目をあげると，
1982年では「自信をもって物事にあたれないと思
うことがよくある」が76%，「お腹の具合が悪く
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表 1 ．不安テストの質問項目
1 ．疲れやすいほうである。
2 ．お腹の具合が悪くなることが時々ある。
3 ．いらいらすることがあるが，それは人並み以上だと思う。
4 ．頭が痛くなることが時々ある。
5 ．仕事や勉強をする時に非常に緊張を感じて行う。
6 ．ひとつのことだけに専念するということができない。
7 ．お金や仕事や勉強のことで気に病むほうである。
8 ．何かしようとする時に手のふるえに気づくことがよくある。
9 ．顔が赤くなることがあるが，それは人並み以上だと思う。
10．下痢をすることが月に 1 回以上ある。
11．何か困ったことが起こりはしないかと大変心配である。
12．顔が赤くなることが時々ある。
13．顔が赤くなりはしないかと心配になることがよくある。
14．夜恐ろしい夢をみてうなされることがしばしばある。
15．手や足の先が冷たくなっていることが時々ある。
16．涼しい日でもすぐに汗をかく。
17．何か困ったことがあるとすぐに汗をかくが，それがとても気になる。
18．心臓がどきどきしたり，息切れしそうになることが時々ある。
19．いつでもお腹が空いているような感じがしている。
20．胃腸が重苦しく，調子がよくないと感じることが時々ある。
21．夜心配のため眠れないことが時々ある。
22．胃腸がとても弱くて困る。
23．夜熟睡できず，ちょっとした音にもすぐ目を覚ます。
24．人には話せないような夢をみることが時々ある。
25．ちょっとしたことにすぐ困ってしまう。
26．ふつうの人よりも感情を害しやすいほうである。
27．いつも何かのことで心配していることが多い。
28．他の人は幸福そうに見え，うらやましい。
29．ふつうの人に比べ，泣きやすいほうだと思う。
30．ちょっとしたことにでも慌てたり，うろたえたりしてしまう。
31．物事や人のことでくよくよするたちである。
32．あまり自分は幸福とは思えない。
33．待たされるとすぐにいらいらしてくる。
34．じっとしておれないほど気持ちが落ち着かなくなることがよくある。
35．時々眠れないほど興奮することがある。
36．困難にぶつかってどうすることもできないと感じることが時々ある。
37．実際には問題にならないような事柄について理由もなく心配することがよくある。
38．他の人に比べて恐ろしいものが多いほうである。
39．自分に害を与えるはずのない人間や物事を恐ろしがることがよくある。
40．自分を役に立たない人間だと思うことがある。
41．自分のことを考えたり意識することが，ふつうの人よりも多いと思う。
42．何でも物事を難しく考えるほうである。
43．細かいことが気になるたちである。
44．生きていくことがとてもつらいと思うことがよくある。
45．自分はとりえのない人間だと思うことが時々ある。
46．あせってばかりいて仕事や勉強がさっぱり手につかないことがある。
47．自分というものに全然自信がもてない。
48．自分はもうだめになるのではないかと感じることが時々ある。
49．困難なことに直面したり，重大な決心をすることを好まない。
50．自信をもって物事にあたれないと思うことがよくある。
（注）回答方法……各質問項目とも，a．はい　　b．いいえ　　c．どちらともいえない
　　　　　　　　　のいずれかを選んで回答する。
      　不安スコア…… はい： 1 点，いいえ： 0 点，どちらともいえない：0.5点で計算し，50項目の合計点が不
安スコアとなる。
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こ
と
が
時
々
あ
る
。（
64
%
）
自
信
を
も
っ
て
物
事
に
あ
た
れ
な
い
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。（
67
%
）
疲
れ
や
す
い
ほ
う
で
あ
る
。（
61
%
）
お
腹
の
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。
（
70
%
）
お
腹
の
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。
（
61
%
）
お
腹
の
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。
（
61
%
）
お
腹
の
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。
（
60
%
）
頭
が
痛
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
66
%
）
疲
れ
や
す
い
ほ
う
で
あ
る
。（
61
%
）
手
や
足
の
先
が
冷
た
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
64
%
）
お
腹
の
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。
（
59
%
）
手
や
足
の
先
が
冷
た
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
66
%
）
頭
が
痛
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
60
%
）
頭
が
痛
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
53
%
）
頭
が
痛
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
55
%
）
顔
が
赤
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
59
%
）
ふ
つ
う
の
人
に
比
べ
，
泣
き
や
す
い
ほ
う
だ
と
思
う
。（
56
%
）
ふ
つ
う
の
人
に
比
べ
，
泣
き
や
す
い
ほ
う
だ
と
思
う
。（
61
%
）
顔
が
赤
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
54
%
）
自
信
を
も
っ
て
物
事
に
あ
た
れ
な
い
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。（
60
%
）
困
難
に
直
面
し
た
り
，
重
大
な
決
心
を
す
る
の
を
好
ま
な
い
。（
58
%
）
困
難
に
直
面
し
た
り
，
重
大
な
決
心
を
す
る
の
を
好
ま
な
い
。（
44
%
）
手
や
足
の
先
が
冷
た
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
54
%
）
疲
れ
や
す
い
ほ
う
で
あ
る
。（
59
%
）
お
腹
の
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。
（
54
%
）
疲
れ
や
す
い
ほ
う
で
あ
る
。（
56
%
）
ふ
つ
う
の
人
に
比
べ
，
泣
き
や
す
い
ほ
う
だ
と
思
う
。（
48
%
）
ふ
つ
う
の
人
に
比
べ
，
泣
き
や
す
い
ほ
う
だ
と
思
う
。（
58
%
）
疲
れ
や
す
い
ほ
う
で
あ
る
。（
55
%
）
ふ
つ
う
の
人
に
比
べ
，
泣
き
や
す
い
ほ
う
だ
と
思
う
。（
43
%
）
自
信
を
も
っ
て
物
事
に
あ
た
れ
な
い
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。（
52
%
）
自
分
は
と
り
え
の
な
い
人
間
だ
と
思
う
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
55
%
）
他
の
人
は
幸
福
そ
う
に
見
え
，う
ら
や
ま
し
い
。
（
52
%
）
頭
が
痛
く
な
る
こ
と
が
               
時
々
あ
る
。（
53
%
）
あ
せ
っ
て
仕
事
や
勉
強
が
手
に
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。（
48
%
）
困
難
に
直
面
し
た
り
，
重
大
な
決
心
を
す
る
の
を
好
ま
な
い
。（
57
%
）
顔
が
赤
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
50
%
）
顔
が
赤
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
42
%
）
ふ
つ
う
の
人
に
比
べ
，
泣
き
や
す
い
ほ
う
だ
と
思
う
。（
50
%
）
あ
せ
っ
て
仕
事
や
勉
強
が
手
に
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。（
53
%
）
困
難
に
直
面
し
た
り
，
重
大
な
決
心
を
す
る
の
を
好
ま
な
い
。（
45
%
）
お
腹
の
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。
（
49
%
）
困
難
に
直
面
し
た
り
，
重
大
な
決
心
を
す
る
の
を
好
ま
な
い
。（
48
%
）
顔
が
赤
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
56
%
）
ふ
つ
う
の
人
に
比
べ
，
泣
き
や
す
い
ほ
う
だ
と
思
う
。（
45
%
）
自
分
は
も
う
だ
め
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
時
々
感
じ
る
。（
38
%
）
顔
が
赤
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
49
%
）
お
金
や
仕
事
や
勉
強
の
こ
と
で
気
に
病
む
ほ
う
で
あ
る
。（
49
%
）
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
す
ぐ
困
っ
て
し
ま
う
。
（
43
%
）
顔
が
赤
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
49
%
）
細
か
い
こ
と
が
気
に
な
る
た
ち
で
あ
る
。（
44
%
）
他
の
人
は
幸
福
そ
う
に
見
え
，う
ら
や
ま
し
い
。
（
56
%
）
物
事
や
人
の
こ
と
で
く
よ
く
よ
す
る
た
ち
で
あ
る
。（
39
%
）
お
金
や
仕
事
や
勉
強
の
こ
と
で
気
に
病
む
ほ
う
で
あ
る
。（
37
%
）
困
難
に
直
面
し
た
り
，
重
大
な
決
心
を
す
る
の
を
好
ま
な
い
。（
46
%
）
手
や
足
の
先
が
冷
た
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
45
%
）
自
分
を
役
に
立
た
な
い
人
間
だ
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。（
43
%
）
困
難
に
直
面
し
た
り
，
重
大
な
決
心
を
す
る
の
を
好
ま
な
い
。（
43
%
）
頭
が
痛
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
40
%
）
頭
が
痛
く
な
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
55
%
）
お
金
や
仕
事
や
勉
強
の
こ
と
で
気
に
病
む
ほ
う
で
あ
る
。（
38
%
）
手
や
足
の
先
が
冷
た
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
37
%
）
他
の
人
は
幸
福
そ
う
に
見
え
，う
ら
や
ま
し
い
。
（
43
%
）
実
際
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
事
柄
を
よ
く
心
配
す
る
。（
45
%
）
細
か
い
こ
と
が
気
に
な
る
た
ち
で
あ
る
。（
42
%
）
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
で
も
慌
て
た
り
，
う
ろ
た
え
た
り
し
て
し
ま
う
。（
40
%
）
お
金
や
仕
事
や
勉
強
の
こ
と
で
気
に
病
む
ほ
う
で
あ
る
。（
40
%
）
自
分
と
い
う
も
の
に
全
然
自
信
を
も
て
な
い
。
（
53
%
）
自
信
を
も
っ
て
物
事
に
あ
た
れ
な
い
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。（
37
%
）
自
分
と
い
う
も
の
に
全
然
自
信
を
も
て
な
い
。
（
36
%
）
物
事
や
人
の
こ
と
で
く
よ
く
よ
す
る
た
ち
で
あ
る
。（
39
%
）
（
注
）
全
体
は
，
19
82
～
20
12
年
を
合
わ
せ
た
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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なることが時々ある」が68%，「頭が痛くなるこ
とが時々ある」が66%，「疲れやすいほうである」
が59%，「自分はとりえにない人間だと思うこと
が時々ある」が55%，「あせってばかりいて仕事
や勉強がさっぱり手につかないことがある」 が
53% と， 7 項目で愁訴が 5 割を超えていた。1987
年では「自信をもって物事にあたれないと思うこ
とがよくある」が67%，「頭が痛くなることが時々
ある」 が64%，「疲れやすいほうである」 が
61%，「ふつうの人に比べ，泣きやすいほうだと
思う」が56%，「お腹の具合が悪くなることが時々
ある」が54%，「他の人は幸福そうに見え，うら
やましい」 が52% と， 6 項目で愁訴が 5 割を超
えていた。1992年では「他の人は幸福そうに見え，
うらやましい」が68%，「自信をもって物事にあ
たれないと思うことがよくある」が67%，「手や
足の先が冷たくなっていることが時々ある」 が
64%，「ふつうの人に比べ，泣きやすいほうだと
思う」 が61%，「疲れやすいほうである」 が
56%，「頭が痛くなることが時々ある」が53% と，
6 項目で愁訴が 5 割を超えていた。1997年では「手
や足の先が冷たくなっていることが時々ある」が
65%，「疲れやすいほうである」が61%，「お腹の
具合が悪くなることが時々ある」が59%，「顔が
赤くなることが時々ある」 が54% と， 4 項目で
愁訴が 5 割を超えていた。2002年では「疲れやす
いほうである」が76%，「お腹の具合が悪くなる
ことが時々ある」が70%，「手や足の先が冷たく
なっていることが時々ある」が66%，「自信をもっ
て物事にあたれないと思うことがよくある」 が
60%，「ふつうの人に比べ，泣きやすいほうだと
思う」が58%，「困難なことに直面したり，重大
な決心をすることを好まない」が57%，「顔が赤
くなることが時々ある」が56%，「他の人は幸福
そうに見え，うらやましい」が56%，「頭が痛く
なることが時々ある」が55%，「自分というもの
に全然自信がもてない」が53%，「自分を役に立
たない人間だと思うことがある」 が50% と，12
項目で愁訴が 5 割を超えていた。2007年では「手
や足の先が冷たくなっていることが時々ある」が
70%，「お腹の具合が悪くなることが時々ある」
が61%，「頭が痛くなることが時々ある」 が
60%，「困難なことに直面したり，重大な決心を
することを好まない」が58%，「疲れやすいほう
である」が55%，「顔が赤くなることが時々ある」
が50% と， 6 項目で愁訴が 5 割を超えていた。
2012年では「疲れやすいほうである」が63%，「お
腹の具合が悪くなることが時々ある」が61%，「頭
が痛くなることが時々ある」 が53% と， 3 項目
で愁訴が 5 割を超えていた。
　このように，愁訴が 5 割を超えていた項目は，
1982年～1992年では 6 ～ 7 項目であったものが，
1997年に 4 項目にまで減少したが，2002年には12
項目と大幅に増加した。しかし2007年には 6 項目
と1982年～1992年のレベルにまで減少し，さらに
2012年には 3 項目と30年間で最も少なかった。項
目別にみると，30年間で最も愁訴の多かった「疲
れやすいほうである」 は1982年～1997年は60%
前後で推移したが，2002年には80% 近くにまで
上昇した。しかし2007年～2012年では60% 前後
にまで低下した。 2 番目に愁訴の多かった「お腹
の具合が悪くなることが時々ある」 は1982年に
70% 近くと高率だったものが，1987年～1997年
には50～60% 程度にまで低下した。2002年には
70% にまで再び上昇したが，2007年～2012年に
は60% 程度にまで低下した。 3 番目に愁訴の多
かった「頭が痛くなることが時々ある」は1982年
～1987年に60% 台であったものが，1992年～2002
年には40～50％台にまで低下した。しかし2007年
には再び60% 台に上昇したが，2012年には50%
台に低下した。
　 2 ）愁訴の少なかった項目
　愁訴の少なかった項目，すなわち「はい」とい
う回答が少なかった項目を調査年ごとに上位10項
目までまとめたものが表 4 である。1982年～2007
年をまとめた結果では，「夜熟睡できず，ちょっ
とした音にも目を覚ます」 が 7 % と最も訴えが
少なかった。以下「自分に害を与えるはずのない
人間や物事を恐ろしがることがよくある」 が
8 %，「夜恐ろしい夢を見てうなされることがし
ばしばある」が 9 %，「時々眠れないほど興奮す
ることがある」が10%，「ひとつのことだけに専
念することができない」が12%，「涼しい日でも
すぐに汗をかく」が12%，「他の人に比べて恐ろ
しいものが多いほうである」が12%，「人には話
せないような夢をみることが時々ある」が14%，
54 短期大学学生の不安の愁訴の推移
表
4
．
不
安
テ
ス
ト
で
訴
え
の
少
な
か
っ
た
項
目
（
上
位
10
項
目
）
19
82
年
19
87
年
19
92
年
19
97
年
20
02
年
20
07
年
20
12
年
全
　
　
体
夜
熟
睡
で
き
ず
，
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
す
ぐ
目
を
覚
ま
す
。
（
8
%
）
ひ
と
つ
の
こ
と
だ
け
に
専
念
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。（
3
%
）
ひ
と
つ
の
こ
と
だ
け
に
専
念
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。（
3
%
）
夜
恐
ろ
し
い
夢
を
み
て
う
な
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。（
3
%
）
夜
熟
睡
で
き
ず
，
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
す
ぐ
目
を
覚
ま
す
。
（
5
%
）
他
の
人
に
比
べ
て
恐
ろ
し
い
も
の
が
多
い
ほ
う
で
あ
る
。（
6
%
）
他
の
人
に
比
べ
て
恐
ろ
し
い
も
の
が
多
い
ほ
う
で
あ
る
。（
6
%
）
夜
熟
睡
で
き
ず
，
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
す
ぐ
目
を
覚
ま
す
。
（
7
%
）
自
分
に
害
を
与
え
る
は
ず
の
な
い
人
や
物
を
恐
ろ
し
が
る
。（
10
%
）
い
つ
で
も
お
腹
が
空
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
る
。（
6
%
）
夜
熟
睡
で
き
ず
，
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
す
ぐ
目
を
覚
ま
す
。
（
5
%
）
夜
熟
睡
で
き
ず
，
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
す
ぐ
目
を
覚
ま
す
。
（
5
%
）
夜
恐
ろ
し
い
夢
を
み
て
う
な
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。（
10
%
）
夜
熟
睡
で
き
ず
，
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
す
ぐ
目
を
覚
ま
す
。
（
8
%
）
自
分
に
害
を
与
え
る
は
ず
の
な
い
人
や
物
を
恐
ろ
し
が
る
。（
6
%
）
自
分
に
害
を
与
え
る
は
ず
の
な
い
人
や
物
を
恐
ろ
し
が
る
。（
8
%
）
夜
恐
ろ
し
い
夢
を
み
て
う
な
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。（
11
%
）
夜
恐
ろ
し
い
夢
を
み
て
う
な
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。（
7
%
）
時
々
眠
れ
な
い
ほ
ど
興
奮
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
6
%
）
何
か
し
よ
う
と
す
る
時
手
の
ふ
る
え
に
気
づ
く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
（
6
%
）
自
分
に
害
を
与
え
る
は
ず
の
な
い
人
や
物
を
恐
ろ
し
が
る
。（
10
%
）
自
分
に
害
を
与
え
る
は
ず
の
な
い
人
や
物
を
恐
ろ
し
が
る
。（
8
%
）
夜
熟
睡
で
き
ず
，
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
す
ぐ
目
を
覚
ま
す
。
（
7
%
）
夜
恐
ろ
し
い
夢
を
み
て
う
な
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。（
9
%
）
涼
し
い
日
で
も
す
ぐ
に
汗
を
か
く
。（
12
%
）
困
っ
た
時
す
ぐ
に
汗
を
か
く
が
，
そ
れ
が
と
て
も
気
に
な
る
。（
7
%
）
夜
恐
ろ
し
い
夢
を
み
て
う
な
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。（
7
%
）
涼
し
い
日
で
も
す
ぐ
に
汗
を
か
く
。（
6
%
）
仕
事
や
勉
強
を
す
る
時
に
非
常
に
緊
張
を
感
じ
て
行
う
。（
12
%
）
時
々
眠
れ
な
い
ほ
ど
興
奮
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
9
%
）
時
々
眠
れ
な
い
ほ
ど
興
奮
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
9
%
）
時
々
眠
れ
な
い
ほ
ど
興
奮
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
10
%
）
時
々
眠
れ
な
い
ほ
ど
興
奮
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
12
%
）
時
々
眠
れ
な
い
ほ
ど
興
奮
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
7
%
）
自
分
に
害
を
与
え
る
は
ず
の
な
い
人
や
物
を
恐
ろ
し
が
る
。（
7
%
）
人
に
は
話
せ
な
い
よ
う
な
夢
を
み
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
6
%
）
何
か
し
よ
う
と
す
る
時
手
の
ふ
る
え
に
気
づ
く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
（
13
%
）
ひ
と
つ
の
こ
と
だ
け
に
専
念
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。（
10
%
）
顔
が
赤
く
な
り
は
し
な
い
か
と
心
配
に
な
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。（
10
%
）
ひ
と
つ
の
こ
と
だ
け
に
専
念
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。（
12
%
）
い
ら
い
ら
す
る
こ
と
が
あ
る
が
，
人
並
み
以
上
だ
と
思
う
。（
14
%
）
自
分
に
害
を
与
え
る
は
ず
の
な
い
人
や
物
を
恐
ろ
し
が
る
。（
9
%
）
困
っ
た
時
す
ぐ
に
汗
を
か
く
が
，
そ
れ
が
と
て
も
気
に
な
る
。（
8
%
）
自
分
に
害
を
与
え
る
は
ず
の
な
い
人
や
物
を
恐
ろ
し
が
る
。（
7
%
）
時
々
眠
れ
な
い
ほ
ど
興
奮
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
15
%
）
あ
ま
り
自
分
は
幸
福
と
は
思
え
な
い
。（
10
%
）
夜
恐
ろ
し
い
夢
を
み
て
う
な
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。（
11
%
）
涼
し
い
日
で
も
す
ぐ
に
汗
を
か
く
。（
12
%
）
困
っ
た
時
す
ぐ
に
汗
を
か
く
が
，
そ
れ
が
と
て
も
気
に
な
る
。（
14
%
）
夜
熟
睡
で
き
ず
，
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
す
ぐ
目
を
覚
ま
す
。
（
10
%
）
い
つ
で
も
お
腹
が
空
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
る
。（
9
%
）
困
っ
た
時
す
ぐ
に
汗
を
か
く
が
，
そ
れ
が
と
て
も
気
に
な
る
。（
8
%
）
待
た
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
い
ら
い
ら
し
て
く
る
。
（
17
%
）
仕
事
や
勉
強
を
す
る
時
に
非
常
に
緊
張
を
感
じ
て
行
う
。（
11
%
）
ひ
と
つ
の
こ
と
だ
け
に
専
念
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。（
12
%
）
他
の
人
に
比
べ
て
恐
ろ
し
い
も
の
が
多
い
ほ
う
で
あ
る
。（
12
%
）
い
つ
で
も
お
腹
が
空
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
る
。（
14
%
）
何
か
し
よ
う
と
す
る
時
手
の
ふ
る
え
に
気
づ
く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
（
11
%
）
何
か
し
よ
う
と
す
る
時
手
の
ふ
る
え
に
気
づ
く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
（
10
%
）
い
つ
で
も
お
腹
が
空
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
る
。（
8
%
）
他
の
人
に
比
べ
て
恐
ろ
し
い
も
の
が
多
い
ほ
う
で
あ
る
。（
17
%
）
何
か
し
よ
う
と
す
る
時
手
の
ふ
る
え
に
気
づ
く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
（
11
%
）
胃
腸
が
と
て
も
弱
く
て
困
る
。（
12
%
）
人
に
は
話
せ
な
い
よ
う
な
夢
を
み
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
14
%
）
人
に
は
話
せ
な
い
よ
う
な
夢
を
み
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
14
%
）
下
痢
を
す
る
こ
と
が
月
に
1
回
以
上
あ
る
。
（
12
%
）
涼
し
い
日
で
も
す
ぐ
に
汗
を
か
く
。（
11
%
）
時
々
眠
れ
な
い
ほ
ど
興
奮
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
8
%
）
胃
腸
が
と
て
も
弱
く
て
困
る
。（
18
%
）
い
つ
で
も
お
腹
が
空
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
る
。（
12
%
）
人
に
は
話
せ
な
い
よ
う
な
夢
を
み
る
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
12
%
）
困
っ
た
時
す
ぐ
に
汗
を
か
く
が
，
そ
れ
が
と
て
も
気
に
な
る
。（
14
%
）
他
の
人
に
比
べ
て
恐
ろ
し
い
も
の
が
多
い
ほ
う
で
あ
る
。（
14
%
）
涼
し
い
日
で
も
す
ぐ
に
汗
を
か
く
。（
12
%
）
夜
心
配
の
た
め
に
眠
れ
な
い
こ
と
が
時
々
あ
る
。（
11
%
）
他
の
人
に
比
べ
て
恐
ろ
し
い
も
の
が
多
い
ほ
う
で
あ
る
。（
10
%
）
困
っ
た
時
す
ぐ
に
汗
を
か
く
が
，
そ
れ
が
と
て
も
気
に
な
る
。（
21
%
）
夜
心
配
の
た
め
眠
れ
な
い
こ
と
が
時
々
あ
る
。
（
13
%
）
生
き
て
い
る
の
が
と
て
も
つ
ら
い
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。（
14
%
）
何
か
し
よ
う
と
す
る
時
手
の
ふ
る
え
に
気
づ
く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
（
15
%
）
（
注
）
全
体
は
，
19
82
～
20
12
年
を
合
わ
せ
た
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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「何か困ったことがあるとすぐに汗をかくが，そ
れがとても気になる」が14%，「何かしようとす
る時に手のふるえに気づくことがよくある」 が
15%，と続いた。
　各調査年で愁訴の少なかった項目のうち， 1 割
以下の項目をあげると，1982年では「夜熟睡でき
ず，ちょっとした音にも目を覚ます」が 8 %，「自
分に害を与えるはずのない人間や物事を恐ろしが
ることがよくある」 が10% と， 2 項目で愁訴が
1 割以下であった。1987年では「ひとつのことだ
けに専念することができない」が 3 %，「いつで
もお腹が空いているような感じがしている」 が
6 %，「夜恐ろしい夢を見てうなされることがし
ばしばある」が 7 %，「何か困ったことがあると
すぐに汗をかくが， それがとても気になる」 が
7 %，「時々眠れないほど興奮することがある」
が 7 %，「自分に害を与えるはずのない人間や物
事を恐ろしがることがよくある」が 9 %，「夜熟
睡できず， ちょっとした音にも目を覚ます」 が
10% と， 7 項目で愁訴が 1 割以下であった。1992
年では「ひとつのことだけに専念することができ
ない」が 3 %，「夜熟睡できず，ちょっとした音
にも目を覚ます」が 5 %，「時々眠れないほど興
奮することがある」が 6 %，「夜恐ろしい夢を見
てうなされることがしばしばある」が 7 %，「自
分に害を与えるはずのない人間や物事を恐ろしが
ることがよくある」が 7 %，「何か困ったことが
あるとすぐに汗をかくが，それがとても気になる」
が 8 %，「いつでもお腹が空いているような感じ
がしている」が 9 %，「何かしようとする時に手
のふるえに気づくことがよくある」 が10% と，
8 項目で愁訴が 1 割以下であった。1997年では
「夜恐ろしい夢を見てうなされることがしばしば
ある」が 3 %，「夜熟睡できず，ちょっとした音
にも目を覚ます」が 5 %，「何かしようとする時
に手のふるえに気づくことがよくある」が 6 %，
「涼しい日でもすぐに汗をかく」が 6 %，「人に
は話せないような夢をみることが時々ある」 が
6 %，「自分に害を与えるはずのない人間や物事
を恐ろしがることがよくある」が 7 %，「何か困っ
たことがあるとすぐに汗をかくが，それがとても
気になる」が 8 %，「いつでもお腹が空いている
ような感じがしている」が 8 %，「時々眠れない
ほど興奮することがある」が 8 %，「他の人に比
べて恐ろしいものが多いほうである」が10% と，
10項目で愁訴が 1 割以下であった。2002年では「夜
熟睡できず，ちょっとした音にも目を覚ます」が
5 %，「夜恐ろしい夢を見てうなされることがし
ばしばある」が10%，「自分に害を与えるはずの
ない人間や物事を恐ろしがることがよくある」が
10% と， 3 項目で愁訴が 1 割以下であった。2007
年では「他の人に比べて恐ろしいものが多いほう
である」が 6 %，「夜熟睡できず，ちょっとした
音にも目を覚ます」が 8 %，「自分に害を与える
はずのない人間や物事を恐ろしがることがよくあ
る」が 8 %，「時々眠れないほど興奮することが
ある」が 9 %，「ひとつのことだけに専念するこ
とができない」が10%，「あまり自分は幸福とは
思えない」 が10% と， 6 項目で愁訴が 1 割以下
であった。2012年では「他の人に比べて恐ろしい
ものが多いほうである」が 6 %，「自分に害を与
えるはずのない人間や物事を恐ろしがることがよ
くある」が 6 %，「夜熟睡できず，ちょっとした
音にも目を覚ます」が 7 %，「時々眠れないほど
興奮することがある」が 9 %，「顔が赤くなりは
しないかと心配することが時々ある」が10% と，
5 項目で愁訴が 1 割以下であった。
　このように，愁訴が 1 割以下の項目は，1982年
では 2 項目と少なかったものが，1987年に 7 項目，
1992年に 8 項目，1997年に10項目と年とともに増
加していたが，2002年には 3 項目へと一気に減少
した。しかし2007年には 6 項目へと再び増加し，
2012年は 5 項目が 1 割以下であった。
⑵　不安スコアの分析結果
　 1 ）不安スコアの平均と標準偏差
　全質問項目の回答結果を元に不安スコアを算出
することができるが，各調査年の不安スコアの分
布，平均と標準偏差を示したものが表 5 である。
また各調査年の間の不安スコアの平均の統計的有
意差の有無を示したものが表 6 である。各調査年
の不安スコアの平均と標準偏差をみると，1982年
が21.1±8.6，1987年が21.3±7.4，1992年が17.6±
6.7，1997年が18.8±8.3，2002年が23.3±7.7，2007
年が18.5±8.8，2012年が16.5±9.8であり，スコア
の平均では2002年が最も高く，以下1987年，1982
年，1997年，2007年，1992年と続き，2012年が30
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表
5
．
各
調
査
年
の
不
安
ス
コ
ア
の
分
布
と
平
均
お
よ
び
標
準
偏
差
不
安
ス
コ
ア
19
82
年
19
87
年
19
92
年
19
97
年
20
02
年
20
07
年
20
12
年
全
　
　
体
人
％
人
％
人
％
人
％
人
％
人
％
人
％
人
％
0
～
9.
5 
20
13
7
6.
1
15
11
.2
11
10
.2
7
6.
1
25
17
.1
48
29
.6
13
3
14
.2
10
～
14
.5
16
10
.4
17
14
.8
37
27
.6
26
24
.1
11
9.
6
26
17
.8
33
20
.4
16
6
17
.8
15
～
19
.5
34
22
.1
28
24
.3
33
24
.6
22
20
.4
15
13
31
21
.2
28
17
.3
19
1
20
.4
20
～
24
.5
30
19
.5
21
18
.3
28
20
.9
22
20
.4
25
21
.7
31
21
.2
16
9.
9
17
3
18
.5
25
～
29
.5
26
16
.9
29
25
.2
11
8.
2
17
15
.7
36
31
.3
15
10
.3
18
11
.1
15
2
16
.3
30
～
34
.5
17
11
9
7.
8
10
7.
5
5
4.
6
14
12
.2
13
8.
9
12
7.
4
80
8.
6
35
～
50
　
11
7.
1
4
3.
5
0
0
5
4.
6
7
6.
1
5
3.
4
7
4.
3
39
4.
2
合
　
　
計
15
4
10
0
11
5
10
0
13
4
10
0
10
8
10
0
11
5
10
0
14
6
10
0
16
2
10
0
93
4
10
0
平
　
　
均
21
.1
21
.3
17
.6
18
.8
23
.3
18
.5
16
.5
19
.4
標
準
偏
差
8.
6
7.
4
6.
7
8.
3
7.
7
8.
8
9.
8
8.
3
（
注
）
全
体
は
、
19
82
～
20
12
年
を
合
わ
せ
た
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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不
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の
平
均
の
調
査
年
の
間
の
統
計
的
有
意
差
（
数
字
は
T
値
）
調
査
年
20
12
年
20
07
年
20
02
年
19
97
年
19
92
年
19
87
年
19
82
年
4.
89
9＊
＊
2.
70
6
2.
14
2
2.
19
7
3.
55
0.
19
5
19
87
年
4.
72
0＊
2.
7
1.
85
7
2.
31
3
3.
49
1
19
92
年
1.
12
8
0.
80
3
5.
37
7＊
＊
1.
11
1
19
97
年
2.
35
9
0.
28
4
4.
02
5
20
02
年
6.
68
6*
*
4.
62
9*
20
07
年
2.
10
5
＊
＊
…
p
＜
0.
01
  
  ＊
＊
…
p
＜
0.
05
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年間で最も低かった。1982年～2007年を合わせた
スコアの平均と標準偏差は19.4±8.3であった。ス
コアの最も高かった2002年は，最も低かった2012
年と 7 点近くの，また他の調査年とも 2 ～ 6 点の
開きがあった。各調査年の間の不安スコアの平均
の統計的な有意差の有無を検定した結果，1982年
－2012年，1987年－2012年，1992年－2002年，
1997年－2002年，2002年－2007年，2002年－2012
年の不安スコアの平均の間に統計的な有意差が認
められた。
　このように，1982年～2012年の不安スコアの平
均の推移をみると，1982年～1987年にかけて21点
台であったものが，1992～1997年にかけて17～18
点台にいったん低下し，不安の愁訴が減少傾向に
向かうと思われたが，2002年には23点台とそれま
での調査年の中で最も高いスコアを記録し，不安
の愁訴が急増した。しかし，2007年には18点台と
1997年のレベルにまで低下し，さらに2012年には
16点台と30年間で最も低いスコアを記録し，近年
不安の愁訴が少なくなっていることがわかった。
　 2 ）不安スコアの分布
　各調査年の不安スコアの分布を比較してみる
と，スコアが10点未満と不安の愁訴が非常に少な
いと思われる学生の比率は，2012年が30% と最
も高く，以下2007年が17%， 1982年が13%，1992
年が11%，1997年が10% と続き，1987年と2002年
が共に 6 % と最も低かった。 逆にスコアが30点
以上と不安の愁訴が非常に多いと思われる学生の
比率は，1982年と2002年が共に18% と最も高く，
以下2007年が12%，2012年が12%，1987年が
11%，1997年が 9 % と続き，1992年が 8 % と最も
低かった。スコアが10点台の学生の比率は，1992
年が54% と最も高く，以下1997年が44%，1987年
と2007年が共に39%，2012年が38%，1982年が
32% と続き，2002年が23% と最も低かった。 ス
コアが20点台の学生の比率は，2002年が53% と
最も高く，以下1987年が44%，1982年と1997年が
共に36%，2007年が33%，1992年が29% と続き，
2012年が21% と最も低かった。特に2002年では
スコアが25点以上の学生の比率が50% を超えて
おり，1992年の16%，2007年の22%，2012年の
23%，1997年の25%，1982年の35%，1987年の
37% と比べて顕著に高い比率であった。1982年
～2007年を合わせた不安スコアの分布をみると，
10点未満が14%，10点以上15点未満が18%，15点
以上20点未満が20%，20点以上25点未満が19%，
25点以上30点未満が16%，30点以上35点未満が
9 %，35点以上が 4 % という結果であった。
　不安スコアが20点以上の学生の比率の推移をみ
ると，1982～1987年は50% 台で経過したが，1992
～1997年には30～40% 台にまで低下した。とこ
ろが2002年には70% 台にまで急上昇し， 6 つの
調査年の中で最も高い比率を記録した。 しかし
2007年には40% 台と1997年のレベルにまで低下
し，さらに2012年には30% 台前半と30年間で最
も低い比率を記録した。
　各調査年の不安スコアの分布の統計的な有意差
の有無を調べるために，不安スコアが20点未満の
学生の比率と20点以上の学生の比率を用いて X²
検定を実施した。その結果，表 7 に示すように，
表 7 ．不安スコア20点未満と20点以上の学生の比率
の調査年間の差の有無（数字は X2値）
調査年 X2値
1982年－1987年 0.02
1982年－1992年 5.827＊＊
1982年－1997年 1.62
1982年－2002年 6.165＊＊
1982年－2007年 2.001
1982年－2012年 8.972＊＊＊
1987年－1992年 6.522＊＊
1987年－1997年 2
1987年－2002年 5.491＊＊
1987年－2007年 2.42
1987年－2012年 9.821＊＊＊
1992年－1997年 1.323
1992年－2002年 23.269＊＊＊
1992年－2007年 1.017
1992年－2012年 0.352
1997年－2002年 13.875＊＊＊
1997年－2007年 0.2
1997年－2012年 3.026
2002年－2007年 14.916＊＊＊
2002年－2012年 28.926＊＊＊
2007年－2012年 2.555
＊…p ＜0.05　＊＊…p ＜0.02　＊＊＊…p ＜0.01
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1982年－1992年，1982年－2002年，1982年－2012
年，1987年－1992年，1987年－2002年，1987年－
2012年，1992年－2002年，1997年－2002年，2002
年－2007年，2002年－2012年の間で，不安スコア
20点未満の学生と20点以上の学生の比率に統計的
な有意差があることがわかった。
４ ．まとめ
　短期大学学生を対象として1982年～2012年に実
施した不安テストの結果の分析を通して，以下の
ことが明らかになった。⑴1982年～2012年をまと
めた結果では，愁訴の多かった項目として，「疲
れやすいほうである」，「お腹の具合が悪くなるこ
とが時々ある」，「頭が痛くなることが時々ある」，
「手や足の先が冷たくなっていることが時々あ
る」，「自信をもって物事にあたれないと思うこと
がよくある」，「ふつうの人に比べ，泣きやすいほ
うだと思う」，「顔が赤くなることが時々ある」，「困
難なことに直面したり，重大な決心をすることを
好まない」，「他の人は幸福そうに見え，うらやま
しい」，「物事や人のことでくよくよするたちであ
る」などがあげられ，疲労や腹痛，頭痛など身体
症状に関係する愁訴が上位10項目のうちの半数を
占め，多いことがわかった。⑵愁訴の少なかった
項目として，「夜熟睡できず，ちょっとした音に
も目を覚ます」，「自分に害を与えるはずのない人
間や物事を恐ろしがることがよくある」，「夜恐ろ
しい夢を見てうなされることがしばしばある」，
「時々眠れないほど興奮することがある」，「ひと
つのことだけに専念することができない」，「涼し
い日でもすぐに汗をかく」，「他の人に比べて恐ろ
しいものが多いほうである」，「人には話せないよ
うな夢をみることが時々ある」，「困った時すぐに
汗をかくが，それがとても気になる」，「何かしよ
うとする時に手のふるえに気づくことがよくあ
る」，などがあげられ，睡眠や恐怖心に関係する
項目が比較的多く含まれていた。⑶愁訴が 5 割を
超えていた項目の数は，1982年～1992年は 6 ～ 7
項目で推移したが，1997年には 4 項目にまで減少
した。ところが2002年には12項目へと急増した。
しかし2007年には 6 項目，2012年には 5 項目と大
幅に減少した。⑷愁訴が 1 割に満たなかった項目
の数は，1982年にはわずか 1 項目であったが，
1987年が 6 項目，1992年が 7 項目，1997年が 9 項
目と年とともに増える傾向にあったが，2002年に
は一転してわずか 1 項目に減少した。 しかし，
2007年～2012年はともに 4 項目と増加した。⑸不
安スコアの平均の推移をみると，1982年～1987年
に21点台であったものが，1992年～1997年では17
～18点台にいったん低下し，不安の愁訴が減少傾
向に向かうと思われたが，2002年には23点台と最
も高いスコアを記録した。しかし，2007年には18
点台と1997年のレベルにまで低下し，さらに2012
年には16点台と30年間で最も低いスコアを記録し
た。⑹不安スコアが10点未満と不安の愁訴が非常
に少ないと思われる学生の比率は，2012年が30%
と最も高く，以下2007年が17%，1982年が13%，
1992年が11%，1997年が10% と続き，1987年と
2002年が共に 6 % と最も低かった。 逆にスコア
が30点以上と不安の愁訴が非常に多いと思われる
学生の比率は，1982年と2002年が共に18% と最
も高く，以下2007年が12%，2012年が12%，1987
年が11%，1997年が 9 % と続き，1992年が 8 % と
最も低かった。
　このように，1982年～2012年の不安テストの分
析結果から多くのことが明らかになったが，不安
の愁訴の中に身体症状に関係するものが比較的多
い傾向にあることは，日常の生活行動・習慣の問
題，すなわち不健康な生活リズムが身体症状の愁
訴の多さにつながっていることも考えられるの
で， 特に身体症状の訴えの多い学生の食事・ 睡
眠・ 運動など健康との関わりの深い日常生活行
動・習慣の様子を把握し，問題点などがないかど
うかさらに調査を進めていく必要があると思われ
る。また不安の愁訴の多い学生が実際に学習や日
常生活において強いストレスにさらされていない
かどうか，またそれらが充実した学生生活を送る
上での障害になっていないかどうかなど， 学生
個々への対応も重要になってくると思われる。さ
らに，今後不安スコアがどのように推移していく
のか，このまま改善の方向に向かっていくのか再
び悪化に転じるのか，現時点では予測できないの
でさらに継続的に調査を実施し，不安スコアの変
化を細かく把握していき，その都度必要な改善策
をとっていくことが不可欠であるように思われる。
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